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事務局よりのおねがい 

1. 会費納入のお 願い 
学会の会計が 諸物価の値上り ，会費滞納などのため 大変苦しくなっていまず。 会 
費の納入に御協力下さい。 会費は同封赤色振替用紙にてお 払い込み下さい。 念のた 
め，年間会費は 6,000 円です。 
加入者名 日本発生生物学会 口座番号 東京 0 一 8 1 6 5 1 

2. 現在 DGD の基金を募集中です ( サーキュラ ー No.22 参照 ) 
1  口 1.Ono 円 (1 人何日でも 可 ) 
払込先 郵便振替 東京 0 一 8 1 6 5 1  日本発生生物学会 

( 振替用紙の裏 面に "DGD 基金 " と記入して下さい ) 
3. サーキュラ ー への投稿おねがい 

学会員相互の 交流のためいろいろな 話題をお よせ 下さい。 学問上のこと ( たとえ 

ぱ ，意見の交流を 求める話題の 提供， ト " ピクス の紹介，国際会議の 様子，など ). 
研究室の紹介，学会への 意見などいろいろあ ると思います。 ふるって投稿して 下さ 
い 0 

なお，原稿は 事務局庶務幹事あ て， お 送り下されば ，幸いです。 
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]. 学会会長に選ばれて 

今回の選挙の 結果，思いがげなくも 当 学会の会長に 就任することになりました。 過去り年余に 

わたり円熟した 先生方の会長の 許にあ って，本学会は 着々と成長してきました。 今回，私のよう 

な若輩が選出されることになりましたのは ，私自身にはじつに 予想だにもしなかったところであ 

ります 0 しかし，会員の 多くの方々から 信任を得ましたことは ，何にもかえ 難い名誉なことであ 

り， 力 なっくしたいと 思います。 

前回会長の回先生，前々会長の 椙田先生から 私へと 引 つがれましたことは ，それなりに 一つの 

世代の交代期を 象徴しているものであ り，それが学会の 成長の必然でもあ るならば，その 意味は 

充分に了解して 会長としての 任を果したい 所存です。 

本学会は成立以来，すでに 10 年を過ぎました。 昨年は会則 E よって 10 年間の反省を 行な 5 時期 

に 当っており，前会長の 委託によって 江口吾朗博士が 勢力的に会員の 意見を集められ ，本年度の 

第一回の運営委員会へ 詳細な報告をされました。 それらの諸意見はすべて 今後の学会の 運営に当 

って誠に貴重，有益なものであ ります。 しかし，直ちに 実行可能なものと ， 差 当ってはなお 将来 

0 目標として留意したいものとがあ る よ うであ ります。 これらの具体的な 事項，実行に 移すべき 

項目と実施案については ，サーキュラ 一次号，および 本年度大会において 報告します。 

学会という組織は ，必ずしも大きげれば 大きい 程 ，その意義を 果している， というようなもの 

でもあ りますまい。 本学会についていえば ，近い将来にその 規模を現在の 2 倍にも 3 倍にも大き 

くすることを 特に目標としてかかげる 必要忙ないと 思います。 しかしながら ，発生生物学のカバ 

ーする研究領域についての 世界的状勢一そのすさまじい 伸び 一 をみれば，本学会としてもいま 一 

歩 ，学際性と国際性を 広めるべきではないかと 私考します。 この方向への 発展について ，広報活 

動その他による 努力をしたいと 考えておりますが ，会員諸氏にも ， しかるべき方々 へ ( 日本人・ 

外国人 ) 本学会を紹介されて ，会員として 加わって頂くよう ，或は， DGD への寄稿を示唆して 

頂くなど，機会があ れば留意下されば 幸です。 

学会の活動は ， 要は各会員の 研究活動に負 う ておるのであ りますから，本学会が 過去，学問的 

に常 仁一定の水準を 維持することに 成功しており ，その事実は 国際的にも一応の ( 残俳ながら充 

分にとはいえなくも ) 定着した評価を 得てきたことは ，じつに喜ばしいことであ ります 0 そして， 

換言すれば，会員の 多くの方々が ，「出席した 値打ちがあ った」と感じて 頂ける大会が 開催でき， 

多くの方々が ， 「投稿してよかった」と 思って頂ける 雑誌を発刊していくことこそが 学会の目標 

であ りましよう。 そのためにも ，今一歩の学際性と 国際性の獲得への 努力を試みたいと 思います。 

本学会は，学会の 運営，学会行事への 発言と参加といった 面について会員諸氏の 関心が，地学 

会 に比べて ぬ きんでて高いのではないか ，という印象をかねがね 私は受けてきました 0 運営委員 
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会の議事なども 異例な程に活発な 学会であ ります。 会長としてほ ，これ桂心強いことほないと 思、 

っております。 今後夫，会員諸氏の 本学会の運営，将来について 随時遠慮のない 意見，叱責を 寄 

せて頂くようお 願いします。 
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2.  日本発生生物学 第 12 回大会案内 ( 最終 ) 

1.  期 日 1979 年 ( 昭 54)  6  月 27 日 ( 水 )  .28 日 ( 木 )  .29  ( 金 ) 

2.  会 場 札幌市教育文化会館 ( 札幌市中央区北 1 面 13) 

3.  目 ネ 呈 

( 前日 C6 月 26 日 ( 火 ) コ 夕刻から運営委員会 ) 

第 1 日 6 月 27 日 ( 水 ) 午前 : 一般講演 午後 : 一般講演・ワークシ ， ップ 

第 2 日 6 月 28 日 ( 水 ) 午前 : 一般講演 午後 : 一般講演・懇親会 

第 3 日 6 月 29 日 ( 金 ) 午前 : 一般講演 午後 : 一般講演・特別講演・ 総会 

4.  参加・一般講演の 申し込み 

同封の申込用紙で ， 4 月 23 日 ( 月 ) までに 0 

( 一般講演は昭和 54 年度までの会費納入者に 限ります。 ) 

5. 参加費 

Ci) 大会参加費 ￥ 3,000 ( 学生・院生￥ 2,000)  同封の郵便振替用紙で n 振替受領 票 をも 

って領収書にかえさせていただきます。 

(ii)  懇親会費 ￥ 3,000 見当 ( 当日会場で ) 

6.  講演要旨 

同封の用紙で ， 4 月 23 日 ( 月 ) までに。 

Ci)  原稿はそのまま 写植印刷しますから ， 黒 インクまたは 黒 ポールペンで 明瞭に書き ， 2 つ 

折りにしてお 送り下さい。 

( Ⅱ )  図表なども印刷できます ( 近年の講演要旨 集 をご参照下さい )0 

ア ． ワークショップ 

Ⅰ 先体反応 オーガナイザー : 星 元紀 ( 北天，低温 研 ・ 生ィの 

1. 精子先体構造の 分化と変異 : 久保美代子 ( 愛媛大・ 理 ・ 生 ) 

2. 先体反応を誘起する 物質 : 筏井 洋之 ( 北天・低温 研 ・生仏 ) 

3. 卵膜ライシ ソ : 灰野 相 ( 都立大・ 理 ・ 生 ) 

4. 生物学的意義の 検討 : 排出所蔵 ( 名犬。 理 ・ 生 ) 

Ⅱ 胚の部 域性 と遺伝子発現 オーガナイザー : 塩川光一郎 ( 九天・ 理 ・ 生 ) 

1.  カエルの生殖 質と 紫外線照射 : 井尻憲一 ( 東大・ 理 ・ 動 ) 

2.  ホヤ胚の部 域性 と遺伝子発現 : 佐藤 矩行 ( 宗太・ 理 ・ 動 ) 

3.  ヒトデ分離割球の 発生分化 能 : 固 まりな ( 大阪市大・ 理 ・ 生 ) 

4,  ツメガエル分離割球における 「 RNA 合成 : 塩川光一郎 ( 九天・ 理 ・ 生 ) 
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5. 鶴膝 ヴロコ 皮膚発生にみる 部 域性 : 田中省二 ( 三菱生命 研 ・発生生物 ) 

イ 6 コの 異なる組織における ブイ プロイソ遺伝子発見 : 鈴木義昭 ( 基 生所・細胞分化 ) 

7.  ゾウリムシの 未熟物質による 性的成熟の調節 : 樋渡宏一 ( 東北大・ 理 ・ 生 ) 

8. 微生物，植物，動物における 発生生物学の 問題点 ( 計画中 ) 。 

諸生物における 基本的共通点・ 特異点・接点などについて ，会期中に適当な 時間を割いて 討 

論集会を行いたい : 「発生生物学会 10 年の反省」にも 関連するでしょう。 計画世話人 : 原田市 

太郎 ( 北天・ 理 ・ 植 ) 

9, 特別講演 

フィブロイソ 遺伝子の選択的発現の 機構について : 鈴木義昭 ( 墓 生所 ) 

10 ．総 会 

通例の議事のほかに ， 「日本発生生物学会 10 年の反省」とい 5 重要問題が昨年に 引きつづい 

て 討議される予定。 

Ⅱ．懇親会 

ジンギスカ ソ 料理，サッポロ 生ビール，その 他で。 会費，会場などの 詳細は迫 而 おしらせい 

たします。 

12. 観 光 

6 月下旬から 7 月上旬は，北海道の 最もよい季節です。 大会準備委員会は 観光・見学の 団体 

お世話はいたしません。 各自，下記のところへお 問い合せ下さい。 

日本交通交 社 札幌支店 060 札幌市中央区北 3 面 4 ( 日本生命ビル 内 ) TELO11(241)6201 

札幌 ツ - リスト 001 札幌市北区北 9 西 4 ( エルムビル 内 )  TELOl1 (742) 3151 

札幌市交通局定期観光乗車券発売所 060 札幌市中央区北 5 面 4 C 木 L 幌 駅双タ 一、 ナル地下 

1 階 )  TEL011 (213) 2743 

13. 宿 所 

準備委員会ではお 世話いたしません。 共済組合関係の 宿所は下記の よう です。 

[ 国夫 連コ 

石狩会館 060  札幌市北 4 面 S  T  E  L  011  (23 け 6711 

清楓花 060  札幌市中央区北 6 面 17  T  E  L  O11  (631)  2266 

( 責 らん 荘 061-23  札幌市南区定田漢温泉 西 3 一 7S  T  E  L  011  (365)  210 つ 

[ 公立学 共コ 

ホテルアカシア 064  札幌市中央区南 12 西 I  T  E  L  Ol1  (521)  5211 

( 渓泉 閣 061 イ 3 札幌市南区定山 渓 温泉東 3  TEL011 (365) 2450 

( 私学 共コ 

北海道会館 060  札幌市中央区北 1 西 6  T  E  L  Ol1  (261)  5311 
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( 地方大 コ 

北海道庁共済会館 060 札幌市中央区北 3 面 18  TELOl1 (621) 0216 

札幌市自治会館 060 札幌市中央区北 4 西 6  TEL0ll C241) 9111 

都市会館 064  札幌市中央区南 4 面 13  T  E  L  O11  (561)  6291 

( 蹊林荘 061-23  札幌市南区定山渓温泉東 4 一 331  T  E  L  011  (365)  2308) 

( 渓流 荘 061-23  札幌市南区定山 渓 温泉 西 2 一 S  T  E  L  011  (365)  2721) 

( ホテル新定山渓 061-23  札幌市南区定山 渓 温泉東 3 一 192  T  E  L  O11  (365)  2671) 

仁 その他 コ 

総 理 府 : 円山荘 060  札幌市中央区北 3 西 24  T  E  L  011  (631)  6902 

林 野 庁 : グリーソ札幌 060  札幌市中央区北 1 西 ll  T  E  L  Ol1  (241)  8762 

国 鉄 : あ かしや 荘 060  札幌市中央区北 3 面 1Z  T  E  L  011  (221)  6948 

防 衛 庁 : 札幌クラブ 064  札幌市中央区南 28 西 g  T  E  L  011  (531)  1517 

警 察 庁 : エ ルム会館 060  札幌市中央区北 1 面 7  T  E  L  Oll  C231)  1361 

( 蹊 山荘 : 061-23  札幌市南区定山 渓 温泉 西 3  T  E  L  0l1  C365)  2562) 

郵 政 省 : ( 太虚 荘 061-23  札幌市南区定山渓温泉 西 1 一 10  T  E  L  011  (365)  2208) 

農林 漁団共 : ( 北泉閣 061-23 札幌市南区定山渓温泉 西 2 一 1S  TELO11 (365) 2336) 

C ) は 札幌市内の温泉街 : 会場まで市バスで 1 時間半。 

14. 5 月末までに プ p グラムと講演予稿 集 をお届 け 申す予定。 

以 上 

1979  .  3 月 

060  札幌市北区北 10 西 8 

北海道大学理学部植物学教室内 

日本発生生物学会第 12 回大会準備委員会 

( 郵便振替口座 小樽 4058) 

( 代表者 )  原 田 市太郎 
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3.  第 20 回運営委員会報告 

第 20 回運営委員会が 1 月 12 日三菱化成初台 寮 で行われた。 

出席者 : 岡田節人 ( 会長 ), 天野 実，岡崎事代，片桐千明，加藤淑 裕 ， 金谷晴夫， 黒田行 昭 ， 

塩川光一郎，樋渡宏一，毛利秀雄，米田満 樹 ( 以上運営委員 ), 団 勝磨 ( 前会長 ), 江口 

吾朗 ( 前 運営委員 ), 山崎君江，田中省二 ( 事務局 ) 

議事，報告は 下記の通り。 

1. 53 年度決算及び 54 年度暫定予算について 別表の通り承認されました。 53 年度会計監査は 茅 

野春雄 ( 北天・低温助 ), 八杉貞雄 ( 東大・動物 ) の両氏にお願いすることになりました 0 

2, 10 年日の反省について 

江口吾朗氏の 報告を元に，実行可能な 具体案 ( 運営委員の在り 方，大会以外の 活動など ) 

について討議された。 

3.  DGD 編集 肩 より 

団ジ一 ソ 先生記念論文を DGD に掲載する計画が 承認された ( 詳細は当サーキュラ ，別項 

(4) に掲載 ) 。 国際発生生物学会 CI SDB) の会員は DGD の個別会員 ( 会費年 8 千円 ) に 

なることが出来る 旨 承認された。 

4. 第 12 回大会開催について 

片桐委員より 報告がなされた。 詳細は当サーキュラ 別項 (2) に掲載。 

5. 其他 第 13 回大会開催，次期事務局選出等について 討議された 0 

昭和 53 年度 決算報告 (53.12.31) 

収
 

前年度繰越金 
学 会 費 
nC,n 売上げ 

広 告 代 

単行木売上げ 

文部省助成金 
DGD 充実のための 基金 

賛助会費 
第 10 回大会 よ りの寄付金 

講演要旨 管 名簿売上げ代金 

銀行利息、 
京都大学編集局ょり 移管 

入 

n 
3,297,857 

3,054,900 

3,272,230 

146,000 

1,490,330 

1,930,000 

26,000 

100,000 

150,000 

4,340 

38,003 

1,588 

支
 

編集局経費 
nan 印刷費 

  内訳 V0l.lgN0.4 VoI.20No.1-4 
事務局経費 
第 11 日大会講演要旨 集 印刷費 

サーキュラ一印刷費 

運営委員会経費 
第 12 回大会援助 費 
単行本諸経費 ( 変態の生物学 ) 
丑 イソ 、 花 

選挙のための 費用 

名簿印刷費 

銀行手数料 

郵便手数料 
次年度繰越金 

出 

2,444,909 
n 

5,118,050 

1,083,6 4,034,450 ㏄   
808,850 

486,700 

120,000 

128,770 

70,000 

758,210 

12,000 

112,300 

100,000 

3,850 

38,020 

3,309,589 

計 13,511,248   13,511,248 
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昭和 54 年度暫定予算 (54.  1. Ⅰ 2) 

収 入 
  支 出 

3,309,589 
円 

2,720r000 
円 

前年度繰越金 編集局経費 
学 会 費 3,200 ， 000 DGD 印刷製本 費 5,600 ， 000 

DGD 売上げ 3,000,000 事務局経費 1,000 ， 000 

広 告 代 150,000 第 12 回大会講演要旨 集 500,000 

単行本売上げ 1,500 ， 000 サ - キ ヱラ 印刷費 150,000 

文部省助成金 1,930 ， 000 運営委 曹会 経費 300,000 

DGD 充実のための 基金 50,000 第 13 回大会援助金 200,000 

賛助会費 150,000 単行本諸経費 800,000 

銀行利息 40,000 郵便振替手数料 40 『 000 

銀行手数料 5,000 

予 備 費 100,000 

nan 充実のための 基金 1,914,589 

計 13,329,589   13r3291589 

  

4. 団 位子先生記俳論文の 寄稿について 

日本発生生物学会の 発足以来 Dc,r)0 編集委員をつとめられた 回に 手先生が，昨年 11 月に急逝 

されました。 先生は精子の 先体反応を始め ，動物の受精に 関する数々の 業績をもって 学会に貢献 

された一方， DGm に登載される 論文の英文校閲の 仕事を，これまで 殆ど一手に引きうけてこら 

れ ，同誌の発展に 多大の寄与をされました。 ついてはこの 際 DGn の一つの号に ，先生に ded ト 

cate する論文を集めて 掲載し， これをもって 先生を偲ぶことにしてほどうかとい 5 考えを， 

DGC 編集委員会，運営委員会に 有志より提唱しましたところ 賛成をえました。 つきましては 次 

のような形で 実行に移したいと 思います。 会員の皆様の 御協力をお願い 申し上げます。 

要 項 

① 記念論文として 寄稿される方は 論文第 1 頁にその旨を 記すこと 0 

② 特集号を別に 発行するのでなく ， Vol. 22, N0. 3 (1980 年 6 月発行 ) をこのためにあ て 

る。 論文の受付は 1979 年 11 月末までとする。 ( なお本年より 年 6 回の発行となるので ，記 

念 号 発行による一般論文の 発刊のおくれがあ ったとしても 僅かであ ることが， DGD 編集 

委員会から保証されています ) 

③ 掲載立での手続きは 記念論文であ る理由で特別扱い 忙しない。 

④ 記念論文の印刷費の 半額は著者負担とする。 

⑤ 記念 号に団仁 手先生を記念する 2 ぺージ程の記事を 適当な方に執筆依頼して 掲載する。 
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発起人 

石原 腸 敏 ( 埼玉大理 ) 江口 吾朗 ( 名 大理 ) 

岡崎 事代 ( 東京都立大理 )  岡田 節人 ( 末大理 ) 

加藤 淑 裕 ( 三菱生命 研 ) 金谷 晴夫 ( 基 生所 ) 

椙 m  正雄 ( 梶山女学園大 )  三木 堆子 ( お茶大理 ) 

安堵 郁夫 ( 早大教育 ) 柳町 隆造 て ハワイ大医 ) 

遠藤 善之 ( 慶応大 ) 

片桐 千明 ( 北 大理 ) 

酒井 彦一 ( 東大理 ) 

毛利 秀雄 ( 東大教養 ) 

米田 満 樹 ( 末大理 ) 

5. 三菱財団自然科学研究助成応募要項について 

昭和 54 年度の応募要項 ( 抜牢 ) をお知らせします。 

第 10 回 ( 昭和 54 年度 ) 

三菱財団自然科学研究助成応募要項 

1, 助成の趣旨 

自然科学の基礎分野における 重要かつ独創的な 研究を助成して ，わが国基礎科学部門の 一層 

の向上，発展を 期待するものであ ります。 

本年度は下記の 分野を重点的に 助成の対象とすることにいたします。 しかし，その 他の分野 

における研究も ，勿論選考の 対象から除外するものではあ りません。 また，この助成金は 研究 

達成のためにもっとも 有効に使用されるよ う にいたしたいので ，その使途はとくに 制限いたし 

ません。 

2, 重点対象分野 

㈹ 非線型現象の 基礎的研究 

(2) 固体表面など 特殊条件下での 新しい物質現象の 研究 

㈹ バイオ・サイバネティク ス の基礎的研究 

(4) 化学および物性分野における 新しい着想，新測定方法に よ る研究 

(5) 破壊の機構に 関する研究 

(6) 新材料の開発または 既存の物質の 新しい物性の 基礎研究 

(7) 発生および分化に 関する基礎的研究 

(8) 生物現象に直接関係する 新しい有機化合物の 研究 

(9) 遺伝と環境の 相互作用に よ る疾患に関する 基礎的研究 

㈹ 臓器の機能的構築に 関する基礎的研究 

3. 助成の金額と 期間 

ィ ，金 額 
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総額 約 2 億円 1 件 2 千万円以内 ( 本年度は 2Cn 件 程度を目標とします ) 

今回は当財団設立 10 周年に当りますので ，本年度に限り 助成金額を約 2 倍に増額いたしま 

した。 

p, 期 間 

1 年を原則とします。 研究計画の都合上継続を 必要とする場合は ，毎年提出された 申込書 

にもとづ き 選考いたします。 

4. 応募方法 

当 財団所定の申込書に 必要事項をご 記入の 9 え ， 正 1 通， 副 1 通 ( コピ一 ) を 当 財団 宛ご 送 

付願います。 申込書用紙はご 請求あ り次第 お 送りいたします。 

5. 応募締切目 
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藤
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江 上 信 雄 橋 口 隆 吉 

柴 田 康 二 山 本 正 

高 木 性知夫 ( 敬称略 ) 

ァ ． 助成金の贈呈 

  

昭和 54 年 10 月 19 日 ( 金 ) 

8.  申込書送付 先 

財団法人 三 菱 財 団 

〒 100 東京都千代田区丸の 内 2 丁目 5 番 2 号 ( 三菱ビルヂ ソグ 15 階 ) 

電話 東京 (03) 2U4 局 5754 番 

[ 参考資料 コ 

重点対象分野内容解説 

発生および分化に 関する基礎的研究 

一個の細胞であ る卵から複雑な 構造をもつ個体が 発生してくる 機構についての 研究は，現代生 

初学において ，一つの重要な 主題となっている。 初期発生における 細胞群の造形運動の 解析は， 

細胞の運動性，細胞表面の 性質など生理学や 生物物理学の 研究につながり ，それにつづく 細胞分 

化の研究は，蛋白質その 他物質の細胞内合成の 制御機構の問題となり ，分子生物学と 結びつく。 

この ょう な広汎な見地から ，発生・分化 E 関する基礎的研究が 推進されることを 期待する。 
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く 新人会員 ノ 

角 谷 まゆみ 

唐 沢 健一郎 

6.  会 員 異 動 

上智大，生命科学研 ①器官形成，器官培養，組織間相互作用 

②ウシガエルのオタマジャク シ Chick 

名古屋大， 理 ，化学， ①軟骨分化 

生 化研 @Chick,@ limb@ buds 

  

  

小 田 隆 治 

川 村 和 夫 

小 山 洋 道 

杉 本 正 信 

増 井 徹 

筑波大，下田臨海 実 ①無性生殖と 再生 

②巧妙 は n 初 roc はグタは移 赤め み iensis 

筑波大，下田臨海 実 ①ホヤ Pallial bud の発達，特に 芽体形態形成の 

際の親ののパターソ 情報の芽体への 伝達 

② Botr ノ Ⅰ わ 3  タ wi 移り雛乃 ひ s 

S ノ勿ウ /ee 解クグり 夕方のれ s 

Po ル % れけ㌃ (ic は ㌃ 力ク解はクゐ Ⅰ りん nr パ 

M 溺 タれ 援グ oc は Ⅰ ククぴ クリク ヶ 

筑波大，下田臨海 実 ① P8r0 囲ひ めにおける群体特異性の 発現について 

② Pero タ乃 0 グは tnr 移 nsan は 

Pgrn 也ん z 初 S0 どク御 iensis 

Pgrn 也乃 wr はノはタは nn んのなど 

国立予防衛生研，病理 ①胸腺の発生分化 

②鶴膝胸腺 

東大，大学院，理学 ①卵黄嚢内胚葉の 発生 

  

  

  

萩 原 康 予 

平 野 茂 樹 

白 井 敏 雄 

小 栗 佳代子 

系 ，動物 ②ニワトリ， ウズラ 

国立神経 セソ タコ機 ①細胞培養 

能研 ②骨格筋 

山形大， 医 ， 解 ①神経堤の発生 

② トウホクサソ ショウウオ， アフリカツメガエル 

山形大， 医 ， 解 ①神経系の発生 

②ラット 

国立名古屋病院血液 病 ① 問 質物質と形態形成 
センタ - 
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②ニワトリ 胚 

岡 山 実 国立名古屋病院血液 ①細胞表層物質と 分化 
病セ ソタ 一 

②フ ンソド 白血病細胞，軟骨細胞 

く 退会会員 ノ 

荒 野 洋 子 産業医学総合研 

清 水 宏 治 愛知県コロ ニ 一発達障害 研 

松 本 博 西京商業高校 

川 合 進二郎 京人， 理 ， 植 

岩 崎 進 一 富山化学工業，総合研 

浅 田 真 理 関西医科大，一隅 

中 西 真 人 大阪大，微生物癌研 

入 江 勇 、 治 筑波大，基礎医学系 

高 田 健 三 老大， 理 

中 村 和 成 島根医科大 

三 宅 康 子 大阪大， 微 研 

安 田 国 雄 京人， 理 ，生物 

ゴヒ 野 日出男 宗太， 理 ，動物 

団 ジ ーソ ( 自 ) 東京都世田谷区上用賀 3 一 19 一 8  フラ ソ シスコ・ヴィラ 338 ( 逝去 ) 

朝 山 新 一 ( 自 ) 大津市比叡 平 2 一 3 一 22 ( ク ) 

く 新賛助会員 ノ 

合資会社木下 理イ ヒ器製作所 〒 460 名古屋市中区千代田 5 一 22 一 11 

株式会社両新名古屋営業所 〒 462 名古屋市北区横膳 町 1 一 6  志賀コーポ 106 

ヤマト科学株式会社名古屋営業所 〒 456 名古屋市熱田区 波寄町 48 

株式会社小沢製作所豊田営業所 〒 471 豊田市広大手町 5 一 27 一 4 

株式会社柴屋理化岡崎営業所 〒 444 岡崎市大西町 橋南ケ原 12 一 219 

アロカ株式会社 〒 181 東京都姉鷹市牟礼 6 丁目 22 番 1 号 

一 ⅠⅠ 一 



賛助会員   

を 資会社 木下 化 器製作所 
〒 460  名古屋市中区千代田 5 一 22 一皿 

賛助会員 

株式会社 両新名古屋営業所 
〒 462  名古屋市北区 憧旛町 1 一 6 志賀コーポ lml 

所
 
業
 
 
 
 
 
 
 
社
田
 

里
市
熱
 

株
古
 

学
名
 

 
 

 
 
 
 

賛助会員 

株式会社 米屋 化 岡崎営業所 
〒 444 岡崎市大西町宇宙 ケ原 12 一 219 

ア ロ カ 株 式 会 社 
〒 181 東京都姉鷹市牟礼 6 丁目 22 番 1 号 

  

    








